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は じめ に

筆者 は
,

イ ギ リ ス に お け る工学教育 の 発展 を規定 し たもの

と し て
,

工 学教育に 対する需要に 注目し, 技術者の 教育 ･ 訓

練歴の 実態分析 を始め て い る
1)

｡ 取り上げたの は, 技術者 の

専門職団体中最 も早く 設立さ れ
,

狭義 の
`

c主vil e n g i n e e r

'

,

すな わ ち土木技術者 だ けで なく
,

あら ゆ る分野の 著名 な民間

技術者(ci vil e n gi n e e r) を結集 し
,

諸種の 技術者の 専門職団

体の 中で い わ ば 親団体 と して の 位置を 占め て い た 民間 (土

木) 技術者協会 ( th e l n s tit u ti o n o f C i vil E n gi n e e r s )

(Ⅰ. C . E .) で
,

そ の 会員資格要件の 変遷を視野に 入れ て , 会員

の 教育 ･ 訓練歴 の 変動を 分析 して い る｡ Ⅰ. C . E . は , 土木技術

者 に 限らず
, 様 々 な分野の 技術者を含ん で い たが , そ の 主体

は や はり 土木技術者で
, 高額 の 謝礼金を支払 う見習 い 修業

(p r e m i u m p u pil a g e) で 養成さ れ る者 を 中心 に 構成 さ れ て

おり, 他の 技術者専門職団体 よ り 階層的に 高い
, 技術者の エ

リ ー

ト集団と み なす こと が で きる｡

そ れ に 対し て
, 本稿 で は

, 機械技術者 の 専門職団体 で あ る

機械技術者協会 ( th e l n s tit tl ti o n of M e c h a n ic al E n g i-

n e e r s) (Ⅰ. M e c h .E .) を取 り上げる｡ 機械技術者 は
, 技術者

の 徒弟訓練と燕練工 の 徒弟訓練が あ る程度重な っ て い る関係

に あり
,

熟練工 徒弟か ら機械技術者徒弟 へ と昇格 した り, 熟

練工 か ら たた き上げて 機械技術者に な っ たり する こ と も必ず

しも珍しくな い など
, 土木技術者と は少し異な っ た特徴を持 っ

て い る｡ ま た
,
Ⅰ. M e c h .E . が

, 会員資格要件と して
一

般教育

の 試験 と科学 的知識 の 試験 を導入する の は19 13 年 か らで
,

189 7 年 に 試験を 導入 した Ⅰ. C . E . に 比 べ 16 年 も遅 く, 教育資

格 の 要求水準の 点か らも違 い が あ っ た｡

今回も,
Ⅰ

.C .E . の 場合と 同様,
ロ ン ド ン の Ⅰ. M e c b . E . の 資

料室 (A r c h i v e s) に 保存さ れ て い る新規 (昇格) 会員の 資

格審査資料 を用い たo ま た
, 今回は

,

一

人前の 技術者と み な

さ れ る 準会員 ( A s s o ci a t e M e m b e r) に し ぼ っ て
,

そ の 教

育 ･ 訓練歴 の 分析 を行 っ た｡ 対象年度と し て
, 会員資格要件

に試験 が導入 さ れ る19 1 3 年 よ り前 の19 05 年度と
, 試験定着

後 (実際 は
一

定年齢以 上 の 者 に は 試験免除の 抜け道が あ っ た)

の19 35 年度 を選ん だ｡ 1 9 05 年度を 選ん だ の は
,
I C .E . の デ

ー

タ (1 90 5-6 年度) と の 対応関係 か ら, ま た
,

1 93 5 年度 を選

ん だ の は, 教育 ･ 訓練 の 時期と第 一 次世界大戦の 時期の 重 な

り が あ る程度 さ け ら れ る こ と , 19 23 年 か ら始 ま っ た
, 教育

院 (B o a r d o f E d u c a ti o n ) と Ⅰ. M e c h ,E ,
の 共同に よ る機械

工 学 の N a ti o n al C e r tifi c a t e 試験, N ati o n al D ip l o m a 試

験の 利用状況を み る こ と が で き る こ とに よ る｡

本稿で は
,

ま ず, 1 9 0 5 年度 の デ
ー タ の 分析 を行 う｡ 1 9 05

年の 時点 で の 準会員 の 資格要件 は
,
｢2 5 歳以上で ,

エ ン ジ ニ

ア リ ン グの実践ま た は科学と結び っ い た仕事に 従事して お り,

会員に 選出され る に は, まだ 十分責任あ る地位に 就 い て い な

い
, ある い は ま だ そ の 資格が ない が , 至里事会が (準会員 へ の)

選出に 値す る資格が あ ると み なす もの｣ (18 94 年 2 月改訂付

則
2)
) と い う内容 で

,
5 人以 上の 会員 ま た は準会員の 推薦 を

必要 と した｡ 教育 ･ 訓練に つ い て の 具体的な資格要件 はま だ

定め られ て い なか っ た｡

* 本稿 は
, 平成12 年度科学研究費補助金 (基盤 研究(C)(2)) に よ る研究成果 の

一

部で あ る
｡
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i
. デ

ー タ ベ ー

ス作成方法と資料の 概要

まず, Ⅰ. M e c h . E . の 会報 (P r o c e e di n g s) に 掲載 さ れ て い

る会員等の 選出者 リ ス ト で1 9 05 年度 に 準会員 に 選出 (昇格)

され た者 の 氏名と選出年月 日を拾 い
, 個人別 デ

ー タ ベ ー ス ･

カ
ー

ドを作成 した｡ 次 に
, 会員選出審査の ため の 経歴付 き候

補者リ ス ト の1 9 0 4 年度 と1 90 5 年度 の 合本 ( P r o p o s a l s f o r

M e m b e r s hip ,
e t c .

,
1 9 04 a n d 19 05) を使 っ て , 先に 作成 し

た個人別デ
ー

タ ベ ー

ス ･ カ
ー

ド に デ
ー タ を記入 して い っ た｡

記入 した の は
, 会員種別, 生年月 日 , 選出年齢 ,

一 般教育

(学校名, 入学 ･ 離学年齢, 在学期間, 在学時期) , 専門教育

(有無, 学位, 学位名
, 学校名,

入学
･

離学年齢, 在学期間,

在学時期) , 実地訓練 (有無
, 開始 ･ 終了年齢, 訓練期間,

訓練時期) , 養成 タ イ プ
,

そ の 他 (職歴等) で あ る｡ 必ずし

も常 に 完全な情報が記載さ れ て い た わ けで は な い が
,

リス ト

に は
, (1)

一

般教育, (2) 技術教育, (3) 徒弟訓練, (4) 職

歴の 項目順に 記載さ れ て お り
, 情報 は比較的豊富で あ っ た｡

会報 に よ る と
,
19 05 年度選出準会員 は

, 準会員選出 (A E )

が2 80 名, 準会員昇格 ( A T ) が 4 名の 計2 8 4 名で あ っ た｡ こ

の 内,
19 05 年度 と前年の1 90 4 年度 の 審査資料 ( 1 年前 ま で

遡 っ て 調 べ た) の 範囲で デ
ー タ を入手 で き た者 はA E が2 7 1

名,
A T が 3 名の 計2 74 名で あ っ た｡ こ れ らの 内, 外国人ま

た は専 ら イ ギ リ ス 本国以 外で 教育 ･ 訓練 を受け た者4 名 ( イ

ン ド
,

オ
ー

ス ト ラ リ ア
, 南 ア フ リ れ ア メ リ カ が 各1 名) は

分析対象か ら外 し た｡ 分析対象に し た27 0 名の 生年別人数 は

表 1 に示す と お り で あ る｡

Ⅱ
. 分析結果

(1) 養成タイプ

教育 ･ 訓練歴か ら
,

養成タ イ プを類型化 した｡

一

般教育は
,

表1 1 9 0 5 年度 選 出準会鼻生年 別人数

生年 ( 年齢) A T ▲ 計
1 8 4 9( 5 5 歳) 0 1 1

1 8 5 0 ( 5 4 - 5 5 歳) 0 3 3

1 8 5 6 -5 9( 4 4 -4 9 歳) 0 4 4

1 8 6 1 - 6 5( 3 9-4 4 & ) 0 1 6 1 6

1 8 6 6 - 7 0( 3 4 -3 9 歳) 1 3 9 4 0

1 8 7 1 - 7 5( 2 9 - 3 4 歳) 2 7 8 80

1 8 7 6-8 0( 2 5 - 2 9 歳) 0 1 2 6 1 2 6

計 3 2 6 7 2 7 0

表2 養成 タ イ プ別人 数

初等教育機関 ( H ig h e r G r ad e S ch o o l を含む) を E , 中等

教育機関 (P ri v a t e T uitio n を含む) を S で 表 し, 実地訓練

は
, 徒弟訓練 ( a p p r e n tic e s hip) を A

, 見習い 修業 (p u piレ

a g e) と明示 して い る もの を P で 表 し
, 専門教育を C で 表 し

た｡ 専門教育 の 内,
パ ー

トタ イ ム の 専門教育を / C
,

サ ン ド

イ ッ チ 方式の もの を C - で 表し た｡ ま た
, 職歴 を積ん だ後に

専門教育 を受 けた場合 , 職歴をW で 表 した｡ こ れら を組み合

わせ て 表現 した養成 タ イ プの 基本類型 (
一

般教育は S で
, 実

地訓練は A で 代表さ せ た) は次 の よ う に示す こ とが で き る｡

1 ) 実地訓練の み (専門教育 な し)

a ) S A 型 (
一

般教育+ 実地訓練)

2 ) 実地訓練 + 専門教育

b ) S A / C 型 (
一

般教育 + 実地訓練 + パ ー ト タ イ ム 専門

教育)

c ) S A C 型 (
一

般教育 + 実地訓練 十専門教育)

d ) S C A 塾 (
一

般教育 + 専門教育 + 実地訓練)

e ) S C - A 型 (
一

般教育 + サ ン ドイ ッ チ方式の専門教育 ･

実地訓練)

3 ) 専門教育 の み (実地訓練な し)

f ) S C 型 (
一

般教育 + 専門教育)

S A 型 の バ リ エ
ー シ ョ ン に は, E A 型 , S P 型が , S A / C

型の バ リ エ
ー シ ョ ン に は, E A / C 型

,
S P / C 型が

,
S A C 型

の バ リ エ
ー シ ョ ン に は , E A / C C 型

,
E A C 型

,
S A / C C 型

,

S A C A 型, S A C A / C 型, S A / C W C 型が
,
S C A 型の バ リ エ

ー

シ ョ ン に は, E C A C A / C 型, E C A / C 型
,

E C A 型
,

S C P C P

型
,

S C P 型
,

S C A / C 型が
,

S C - A 型 に は
,

S C - P A C 型と

S C C - A 型が
,

S C 型 の バ リ エ
ー シ ョ ン に は

,
E C 型,

S C W /

C 型が あ っ た｡

表 2 に養成タ イ プ 別人数 を
, 表3 に 生年別養成タ イ プ別人

数を示す｡ さ ら に
, 養成タ イ プ を

,
Ⅰ . 昼 間カ レ ッ ジな し型

(S A 型 + S A / C 型) ,
刀 . 徒弟訓練先行型 (S A 型+ S A / C 型

+ S A C 型) ,
Ⅲ . 昼間 カ レ ッ ジ有 り型 (S A C 型+ S C A 塾 +

S C - A 型 + S C 型) の 3 つ に類型化し たも の を表 4 に 示す｡

ま ず
,

5 つ の 養成 タ イ プ別で は
,

S A / C 型が40 .0 % で
一

番

多く , 次が
,

S A 型 とS C A 型 で20 .7 %
, 第 4 位 がS A C 型 で

15 .6 %
, 後 は少なく て

,
S C 型 が2 .2 %

,
S C = A 型 が0 .7 % で あ っ

た｡ これ を生年別に み る と
,

S A 型は
,
1 8 49-6 5 年が37 .5 %

,

18 6 6-70 年が35 .0 %
,

1 8 71 J 75 年が20 .0 %
,
18 76 -80 年 が1 3 .5 %

と
, 年齢が下が る に つ れて 減少 し

, 逆 に
,
S C A 型は

,
1 84 9-

65 年 が1 2 .5 %
,

18 66 - 70 年が1 5 .0 %
,

1 8 7 ト7 5 年が1 6 .3 % ,

S A 型 S AノC 型 S A C 型 S C A 型 s c = A 型 S C 型 計

内

訳

E A 型 2 E A / C 型 1 0 E A /C C 型 3 E C A C A /C 型 1 s C = P A C 型 1 E C 型 1

S P 型 8 S P/ C 型 4 E A C 型 2 E C A /C 型 4 S C C = A 型 1 s c 型 4

S A 型 4 6 S A / C 型 94 S A C 型 2 0

S A / C C 型 1 0

s A C A 型 5

S A C A /C 型 1

S A / C W C 型 1

E C A 型 4

S C P C P 型 1

S C P 型 4

S C A 型 3 2

S C A / C 型 1 0

S C W /C 型 1

計 5 6 1 0 8 4 2 5 6 2 6 27 0

2 0 .7 % 4 0 .0 % 1 5 .6 % 20 .7 % 0 . 7 % 2 .2 %
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表3 生年別養成 タ イ プ別 人数

生年 ( 年齢) s A 型 S A / C 型 S A C 型 S C A 型 S C = A 型 S C 型 計
1 84 9( 5 5 歳) 1 1

1 8 5 0 ( 5 4 - 5 5 歳) 2 1 3

1 8 5 6 - 5 9( 4 4 - 4 9 歳) 1 3 4

1 8 6 1 - 6 5( 3 9 - 44 歳) 5 9 2 1 6

小 計 9

3 7 .5 %

12

50 .0 %

3

1 2 . 5 %

2 4

1 8 6 6 - 7 0( 3 4 -3 9 & ) 1 4

3 5 .0 %

1 3

3 2 .5 %

7

1 7 .5 %

6

15 .0 %

4 0

1 8 7 1 - 7 5( 2 9 -3 4 歳) 1 6 3 6 1 2 13 1 2 8 0

2 0 .0 % 4 5 . 0 % 1 5 .0 % 1 6 .3 % 1 .3 % 2 .5 %

1 8 7 6 - 8 0( 2 5 - 2 9 歳) 1 7 4 7 2 3 3 4 1 4 1 2 6

1 3 .5 % 3 7 . 3 % 1 8 .3 % 27 .0 % 0 .8 % 3 .2 %

合 計 5 6 1 0 8 4 2 5 6 2 6 2 7 0

2 0 . 7 % 40 .0 % 1 5 .6 % 2 0 .7 % 0 .7 % 2 .2 %

表4 生年 別 3 類型別人数

Ⅰ ⅠⅠ ⅠⅠⅠ

1 8 4 9 - 6 5( 3 9 - 5 5 歳) 21 ( 8 7 .5 % ) 2 1( 8 7 .5 % ) 3( 1 2 . 5 % )
1 8 6 6 - 7 0 ( 3 4 - 3 9 & ) 2 7( 6 7 .5 % ) 3 4( 85 .0 % ) 1 3 ( 3 2 .5 % )
1 8 7 1 - 7 5 ( 2 9 - 3 4 歳) 5 2( 6 5 .0 % ) 6 4( 80 .0 % ) 2 8( 3 5 .0 % )
1 8 7 6 - 8 0 ( 2 5 - 2 9 歳) 64( 5 0 .8 % ) 8 7( 6 9 .0 % ) 62( 4 9 .2 % )

計 1 64 ( 60 .7 % ) 2 0 6( 7 6 .3 % ) 1 0 6(3 9 .3 % )

註 Ⅰ= 昼 間カ レ ッ ジなし型 ( S A 型+ S A /C 型)
ⅠⅠ= 徒弟訓練先行型 ( s A 型 + s A /C 型 + s A C 型)
ⅠⅠⅠ= 昼 間カ レ ッ ジ有り型 (S A C 型+ S C A 型 + s c = A 型 + S C 型)

1 8 76- 80 年が2 7 .0 % と
, 年齢が 下が る に つ れ て 増加 し て い る

こ と が わか る｡

表 4 に 示 し た 3 類型 で は
,

I . 昼 間カ レ ッ ジな し型 が,

18 49 1ミ5 年が8 7 .5 %
,
1 86 6-70 年が67 .5 %

,
1 8 7 ト7 5年 が6 5 .0 % ,

18 76- 80 年が5 0 .8 % と
, 年齢が下が る に つ れ て 減少 し

,
こ れ

と対 に な るⅡL 昼間カ レ ッ ジ有 り型が
,

18 49-6 5 年が1 2 .5 %
,

18 66-7 0 年が32 .5 %
,

18 7 ト7 5 年が35 .0 %
,
1 8 76-8 0 年が49 .2 %

と
, 年齢が 下が るに つ れ て増加 して い る こ とがわ か る｡ また

,

II . 徒弟訓練先行型 が
,

18 49- 6 5 年 が8 7 .5 %
,

1 86 6- 70 年が

85 .0 %
,
1 8 7 1- 75 年 が80 .0 %

,
1 8 76-8 0 年が69 .0 % と

, 年齢が

下が る に つ れ て 減少 して はい る もの の
, 高 い 割合 を 占め て い

る こ とが特徴的で あ る｡ これ は
, 機械技術者養成 に お い て は

,

年齢が低 い 内に まず 実地訓練 を経験さ せ る こ と が重要で あ る

と い う 考え方が強か っ た こ と の 反映で あ る と思われ る｡

表5 出身学校種別 一 般教育機関離学年齢

( 2) 一 般教育歴

出身学校種別
一

般教育機関の 離学年齢の デ
ー タ を表5 に 示

す｡ 出身学校種 を (1) 初等学校 (E l e m e n t a r y S c h o o l) ,

(2) ハ イヤ
ー ･ グ レイ ド

･ ス ク
ー ル (H i g h e r G r a d e S c h o o l) ,

( 3) パ ブリ ッ ク
･ ス ク

ー ル (P u bli c S c h o o l - 校長会議加盟

校)
3)

, ( 4) 他の 中等学校 (S e c o n d a r y S c h o o l) , (5) 個人

指導(P ri v at e T u iti o n ) の5 つ の カ テ ゴ リ ー

に 分類 し
,
｢ 他 の

中等学校｣ に は
,

グ ラ マ ー ･ ス ク
ー ル (G r a m m a r S ch o ol) ,

私営学校 ( P ri v a t e S c h o ol) 等, 他 の 3 学校種以 外 の 学校

を 含め た｡ ほ とん どの 場合 に 学校名(初等学校 の 場合 は学校

種の 場合も あり) が記載され て い たが , ま っ たく 記載 され て

い な い 7 人 に つ い て は
,

離学年齢 が13 歳以下 で あ る こ と か

ら ｢初等学校｣ に 分類 した｡ 離学年齢 の 記載が な い 場合 は
,

技術教育機関 へ の 入学年齢, 徒弟訓練の 開始年齢を基準 に推

出 身 学 校 種 1 0 歳 1 2 歳 1 3 歳 1 4 歳 1 5 歳 1 6 歳 1 7 歳 1 8 歳 1 9 歳 不明 計
初 等 学 校 i

5 .9 %

2

ll . 8 %

6

3 5 .3 %

7

4 1 .2 %

1

5 . 9 %

1 7

6 .3 %

ハ イ ヤ
ー . グ レ イ ド 1 2 5 2 1 0

･ ス ク
- ル 1 0 .0 % 2 0 .0 % 5 0 .0 % 2 0 .0 % 3 .7 %

パ ブリ ッ ク . ス ク
ー

2 1 4 1 2 【ⅠI 1 5 1 4 6

ル 4 .3 % 2 .2 % 8 .7 % 2 6 .1 % 2 3 . 9 % 3 2 . 6 % 2 .2 % 1 7 .0 %

他 の 中 等 学 校 1 5 2 9 4 6 6 5 2 3 3 2 1 5 1 8 9

0 .5 % 2 .6 % 1 5 .3 % 2 4 .3 % 3 4 .4 % 1 2 .2 % 1 . 6 % 1 .1 % 7 . 9 % 70 .0 %

個 人 指 導 2

2 5 .0 %

1

1 2 .5 %

2

2 5 .0 %

2

2 5 .0 %

1

1 2 .5 %

8

3 .0 %

計 2 3 1 5 4 0 5 7 8 1 3 5 1 8 3 1 6 2 7 0

0 .7 % 1 .1 % 5 .6 % 1 4 .8 % 2 1 .1 % 3 0 .0 % 1 3 .0 % 6 . 7 ?( 1 .1 % 5 . 9 %
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定 し,
そ れ も記載が な い場合 は不明と した｡

出身学校種別 で は
, 学校委員会立学校 ( B o a r d S c h o o l)

や宗派立の 初等学校出身者が1 7 名 (6 .3 % ) , 都市部の 学校委

員会の 下 で初等教育 を超え る レ ベ ル の教育機関と して 組織さ

れ た - イ ヤ
ー ･ グ レ イ ド ･ ス ク

ー

ル 出身者が10 名 (3 .7 % ) ,

エ リ - ト中等教育機関で あ る パ ブリ ッ ク ･ ス ク
ー

ル 出身者が

46 名 (1 7 .0 % ) , グ ラ マ
ー

･ ス ク
ー

ル
, 私営学校等, 他 の 中

等学校の 出身者が1 89 名 (70 .0 % ) ,

一

般教育終了時 に
, 学校

教育 で はな く個人指導を受 けて い た者 が 8 名 (3 .0 % ) で あ っ

た｡

離学年齢 は
,
1 6 歳が81 名 (30 .0% ) で

一

番多く, 1 5 歳の5 7

名 (2 1 .1 % ) ,
14 歳 の4 0 名 (1 4 .8 %) , 1 7 歳の35 名 (1 3 .0 %) の

順 で あ っ た｡ 学校調査委員会報告書 (1 86 8 年) が 第1 級中

等学校 の 離学年齢 と し た1 8 歳 よ り も前 に 離学 して い る者 は

2 33 名 (86 ,3 % ) , 第 2 級中等学校 の 離学年齢と し た1 6 歳 より

も前 に 離学 して い る者 は11 7 名 (4 3 .3 % ) , 第 3 敵中等学校の

離学年齢 と し た1 4 歳 よ り も前 に 離学 して い る者 は2 0 名 (7 .
4

%) で あ っ た｡

学校種別で は
,

や はり パ ブリ ッ ク
･ ス ク

ー ル 出身者の 離学

年齢が高く
,
1 8 歳以上 が34 .8 % で あ っ たが, 徒弟訓練 を開始

す る年齢 との 関係 で1 8 歳以 前 に離学す る 者も多く , 6 5 .2 % を

占め て い る｡ 当然 なが ら
, 初等学校出身者の 離学年齢 は低 い

が
,

そ れ で も7 6 .5 % が1 3 歳ま た は1 4 歳 で 離学して お り, さす

が に10 - 1 2 歳で 離学し た者は少な い ｡
- イ ヤ

ー ･ グ レ イ ド
･

ス ク
ー ル 出身者 は

,

一 人を 除き14
- 1 6 歳 で 離学 して お り,

事実上 の 中等教育機関の 役割を果 た して い る こと が分か る｡

表6 に パ ブリ ッ ク ･ ス ク
ー ル 出身者5 0 人の 出身校32 校の

内訳 を示す｡ こ の 中に は途中で 他の 中等学校 に転校 した 4 人

を含ん で い る｡ 特定 の 学校 に集中する傾向は 見ら れ ない が ,

C lift o n C o ll e g e と D u l w i c h C oll e g e が 各 4 名 , K i n g

E d w a r d
'

s G r a m m a r S c h o o l
,

B i r m i n g b a m と R u g b y

S c h o o l が各3 名で 比較的多か っ た｡

( 3) 専門教育歴

何 らか の 専門教育を受 け て い る 者 (表3 のS A 型を 除い た

者) は
,
27 0 名中2 14 名 (79 .3 %) で

,
生年別 に み る と

,
18 49-

6 5 年 が6 2 . 5 %
,

1 8 66 - 70 年 が6 5 .0 %
,

1 8 7 ト 75 年が8 0 .0 %
,

1 8 7 6- 80 年が8 6 .5 % と年齢が下 が る ほ どそ の 割合が 高く な っ

て い る｡

専門教育機関別 ･ 生年別人数 を表7 に 示す｡ 1 人 で 複数 の

教育機関に 在学して い る場合も多く
,

フ ル タ イ ム
,

サ ン ドイ ッ

チ 制,

パ ー

トタ イ ム の すべ て を数え上げた｡ 同 じ教育機関 で

ち,
フ ル タイ ム と パ ー

ト タ イ ム は レ ベ ル が異 なる な ど
, 教育

機関を厳密 に 分類する こ と ば難 しい が
,

一

応 , (1) U n iv e r-

sitie s & U n i v e r sit y C o ll e g
･

e s ( 大学と ユ ニ バ ー

シ テ ィ
･ カ

レ ッ ジS , 大学 に 準 じる レ ベ ル) , (2) T e c h nic al C oll e g e s

( 技術 力 レ ッ ジ
, 技術学校等 , 大学 よ り 下 の レ ベ ル) ,

(3) P ri v at e C o ll e g
･

e s ( 利益を 得る た め に 設立 され た学校) ,

(4) W o r k s S c h o o l s ( 工 場学校や 軍関係の 養成学校な ど職

場と 一

体の 学校) , (5) S ci e n c e S ch o o l s (C l a s s e s ) , ( 科学

- 4 -

表6 パ ブリ ッ ク ･ ス ク
ー

ル 出身者数

学 校 名 人数
A ld e n h a m S c h o ol 2

B e d f o rd G .S _ 1

B e rk h a m st e d S c h o ol 1

B is h o p
'

s St o rtf o rd C o)le g e 1

C h a rt e r h o u s e S c h o o 1 1

C h elt e n h a m C oll e 旦e 1

C h ri st
'

s H o s pit al , H e rtf o rd 1

Cit v o f L o n d o n S c h o ol 2

Clift o n C oll e 旦e 4

D e n st o n e C o ll e g e 口
D u1 wi c h C olle g e , I A n d o n 4

E a st b o ll m e C oll e f:e 2

以i n b u r 旦h A c a d e m v 1

H ail e v b u r v C oll e f:e 1

Ki n 旦 E d w a rd
t

s G .S . . B i rm i n 血 a m 3

Ki n g:
f

s C o l1 . S c h .
, L o n d o n 2

Ki n 旦 W il)i a m
t

s C ol1 .
.
Ⅰsle o f M a n 1

Li v e r p o ol C o11e 旦e 2

M a rlb o r o u f:h C o ll e g e 1

N o tti n d l a m lli E h S c h o o1 1

O a k h a m S c h . 1

P o rt s ーn O lltb
.
G .S . 1

R e pt o n S c b o o 1 1

R ll i=b v S c h o o 1 3

S t .J o h n
ー

s S e h . 1

S t o n vh u rst C o]l e E e 2

S t .P a ul
ー

s S c h o o1
,
L o n d o n 2

T o n b ri d 旦e S c h o o ) 1

U n i v e rsit v C o l1 . S c h . L o n d o n 2

U p pi n 旦h a m S e h o o l 1

W e)1iⅠl幻o n C o ll e E e 1

W hit gift G .S . C r o v d o n . ⅠJ O n d o n 2

計 5 1

註 32 校 実人員5 0 名o 途中で 他 の 中等
教育機関 へ 転校 し た 者 4 名 を 含む ｡

学校, 科学学級等) (6) 海外 に 分類 し た｡ フ ル タ イ ム ( サ ン

ド イ ッ チ 制 を 含 む) で は , U n i v e r si ti e s & U n i v e r sit y

C o ll e g e s が11 7 件中70 件 (5 9 .8 %) で
一 番割合が高く , T e c h-

n i c a l C o ll e g e s が3 4 件 (2 9 .1 % ) で 次 に 続く が
,

パ ー

ト タイ

ム で は こ れが 逆転 して
, 後者が195 件中98 件 (5 0 .3 0/o) で

一

番割合 が 高く
, 前者 が 57 件 (2 9 .2 % ) で 2 位,

S ci e n c e

S c h o o l s (C l a s s e s) が35 件 (1 7 .9 % ) で あ っ た｡

個別教育機関で は
,

あ ま り特定 の 教育機関に 集中して お ら

ず
,

比較的多 い の が
,

フ ル タ イ ム で は
,

F i n s u b u r y T e c h -

n ic a l C o ll e g e が1 1 名で 1 位,
O w e n s C o ll e g e が9 名で 2 位,

パ ー

トタ イ ム で は G l a s g o w a n d W e s t o f S c o tl a n d T e c h n i-

c a l C o ll e g e が1 3 名 で 1 位 ,
F i n s b u r y T e c h n ic a l C oll e g e

が1 2 名で 2 位,
M u n i cip a l T e c h n i c a一S c h o o l

,
M a n c h e s t e r

が1 1 名で 3 位 な どで あ っ た｡ 18 90 年代 に全国各地で T e c h n i-

c a l C o ll e g e s が 設置さ れ た こ と を反映 し て
,

56 校 も の 技術

力 レ ッ ジ ( T e c h n i c al C o ll e g
･

e s ) , 技 術学校 ( T e ch n i c a l

S ch o o l) ,
ポ リ テ ク ニ ク ス (P o ly t e c h n i c s) な どの 名が あが っ

て い た こ と が特徴的で あ っ た｡

次に
,

パ ー

トタ イ ム を除く専門教育機関在学歴の 内, 入学



イ ギ リ ス 機械技術者 の 教 育 ･ 訓 練歴 の 分析 ( 1 )

表7 専門教育機 関別 ･ 生年別人数

専 門 孝生 育 機 関 名 1 8 4 9-65 1 8 6 6-70 1 8 7 1 - 7 5 1 8 7 6 - 8 0 計

U Ⅰli v e r siti e.s & U niv e r sit v C o)l e 巨e S

FT .

a

ii5
o

望とh

O

.

f

.?
c

ii
L

s

o

eTe

d

n

o

c

n

e)
( 2) 2 4 +( 1) 6 +(3)

C e n t r al T e c h n i c al C o l L I J O n d o n 2 2 4

K i n 仁
一

s C o ll .
. I .

o n d o n 1 2 +( 1) 1 1 + ( 3 ) 5 +( 4 )

U Ⅰ)iもe rsit v C oll .
.
I

J
O n d o n 2 3 5

C a m b ri d & U niv e r sit v 2 2

D u rh a m
T
c o ll . o f S ci6. n e e 旺刑 2 + ( 3 ) 2 +( 4 )

H a rtl e v U ni v . C oll . S o uth a m t)t o ll 旺刑 K q E m 0 +( 3 )

M a s o占s eie n c e C oll . . B i r mi n

A

(! h a m 1 3 4

M u ni c . T e ch . S c h .

,
M allC h e s (e.r

( M a n c h e st e r T e c lm ic al S c h o o1)
KE] ( 3) (7) o +( l l)

O w e n s C oll . . M a n e h e.st e r 1 3 + (1 ) 5 + ( 1 ) 9 + ( 2 )

U Ⅰ1i ∇ e rsit V C o l1 . . B rist ol 1 1 3 5

U ni v e rsit v C o ll . . Li v e r p o o l 2 2 + ( 2) ( 2 ) 4 + ( 4 )
U ni v e r sitも c o ll . . N o tti益血a m K L1 1f11 0 + ( 2 )

u Ⅰ1i v e rsitも c o ll . . S h e ffiel d 4 4

y o r k s hir占 c o11 . . L e e °s ( 2 ) ( 1 ) 2 + (1 ) 4 + ( 2) 6 + ( 6 )

U ni v e r sit v C o lI . C ar diff 1 + ( 1 ) 1 + ( 1 )

E diIlb u r 血 u ni v e r sit v 旺}1 0 + ( 1 )

S t . An d r e w
t

s U ni v er sit v 1 1

G l a s 釘) W U ni v e rsit v 1 2 3

u Ⅰli v
T
e r sit v C o l】. . A b e r d e e n 1 1

H e ri o t W
r
all C oll . ( 2 ) 1 + (1 ) 1 2 + ( 3 )

Fi
a

n

s

d
g

e

O

rT . n

&

n lT n

e s

i .

o

.f . .

s

E]i
l

s

a

g

n

.

d

wT
c h C o ll . ( 3) 2 +(3) 1 + ( 7) 3 +( 1 3)

R o v al C o ll . o f S c " I r el a n d 3 3

′

_
ト 計 1 + ( 7) 1 2 + ( 9) 1 5 + (1 2)

_
4 2 + ( 2 9) 7 0 + ( 5 7 )

T e c h Ⅰ1i c al C o ll e E e S

L o n d o Ⅰ1 P ol vtさc lm ic Ⅰn stit u t ep墨 ( 2 ) ( 1 ) 4 + (1 4 ) 7 + ( 1 6) l l + ( 3 3 )

Fi 血Sb 11r V T e. c b Ⅰ1i(: al C o ll . l 棚 1 + (1 ) 3 +( 4 ) 6 + ( 6) 1 0 + ( 1 2 )

Bi r mi n g h a m M u n i cip a l T e c h ー n i c al S c h .

( T e c lm i e a l S c h o o l . B i r mi n g h a m )
( 2) 1 + ( 2) 1 + ( 4 )

そ の 他 の T e c lm i c al C o lle g
T

e,s 2 + ( 2) 1 + ( 3) 2 + (1 3 ) 7 + ( 2 6) 1 0 + ( 4 0 )

M e c h a ni e s
'

I n stit u t e s ( 3 ) ( 2 ) o + ( 5 )

小 計 2 + ( 8) 2 + ( 5) 9 + (3 5) 2 1 + ( 5 0ー 3 4 +( 98ー

P ri v at e C oll e. g e s

c r v st al P a1
-
a c e S c h o o 1 1 1

Elさctri c al a nd G e n e r al E n gi n e e rl n g C oil .
,

E a r1
'

s C o 11 rt . I J O n d o n 1 1

F a r a d a v lーo u s e T r ai ni n g C o 11 . ( L o n d o n ) 1 1 2
ー
小

一
計 1 1 2 4

W o 止s S c h o o ls

O rd n a n c e C oⅠ1 . . W o o l w ic b 1 1

D o c k V a rd S cb o o l ( 2) o + ( 2)

s alfoid Ⅰr o n W o rk s l n stit ut e 他 ( 2 ) 0 + ( 2)

小 計 ( 2 ) 1 +( 2 ) 1 + ( 4ー

s ci e n c 亡 S c b o o ls( Cl a s s e s )
s ci e n c e a n d A rt S c h o ol( Cl a s s e s) ( 4 ) ( 7) ( 1 0 ) 1 + (1 3 ) 1 + ( 3 4)

B a rt h ol o m e w
'

s H o s Dit al BEn o + ( 1)

T ut o r 1 1 2

小 計 ( 4 ) 1 +( 8 ) 1 + ( 1 0 ) 1 + (1 3 ) 3 + ( 3 5)

海 外

V ict o ri a E n Ei n e e ri n E! C o 11 . . I n di a 1 1

R o o rk e e C ol1 . . Ⅰn di a
T

1 1

T e c h . C o lt . . G r a m m o nt . B el d u m 1 1

H o c h s c h lle . G e r m a n v 1 1

st e v e n s
'

Ⅰn stit u t e
. N J二u .s . A , 1 1

T uiti o n . F r a n c ep 旺刑 0 + ( 1 )

小 計 3 + ( 1 ) 2 5 + ( 1 )
一合 計 3 + ( 1 9 ) l 6 + ( 2 2 ー 2 9 + ( 6 0 ) 6 9 + ( 9 4 ) l 1 7 + ( 1 9 5 )

註 1 人 で 複数の 場合も多い ｡ +( ) は ､ 夜間パ ー トタイ ム教育の 人数 ｡
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表8 専門教育機関 ( フ ルタ イ ム お よ びサ ン ドイ ･

y チ制) 別在学年数

専 門 教 育 機 関 名 0 年 + 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 計
U ni v e r siti e s & U ni v e rsil v C o )) e i=e S

R o y al C oll . o f S c .

, L o n d o n

( N o Ⅱ n al S c b o ol o f S ci e n c e)

3 3 6

C e nt r al T e c lm i c al C oll .
,
I A n d o n 2 2 4

Ki n 文
一

s C o11 .
,
I J O n d o n 1 2 1 4

U ni v e rsit v C o)I . . I A Ild o n 3 1 1 5

C a m b ri d g e U ni v e rsit v 2 2

D u r h a m C olI . o f S ci e n ee. 2 2

M a s o n S cie n c e C ol1 .
.
B ir m i n 血 a m 1 2 1 4

O w e_ n s C oll .
,
M aIle h e st e r 1 2 3 3 9

U Ⅰ1i V e rsil y C o ll .
,
B d sl oー 1 2 2 5

U ni v e rsit V C oll .
,
L iv e r p o o l 2 1 1 4

U ni v e.rsit v C oll .
.
S h effield 1 2 1 4

Y o r k s hir e C o ll .
, L e e d s 2 3 1 6

S t . An d r e w
T

s U Ili v er sit v 1 1

G l a s g o w U n iv e rsit v 1 1 1 3

U ni V e rsit y C o ll .
,
A b e rd e e n 1

■
1

H e ri o t W att C oll . 1 1 2

Gl a s g o w & W e st o f S c o tl a n d T e c h . C oil

( A n d e r s o n ni a n C o ll .
, G l a s g o w )

3 3

R o V al C ol1 . of
■

S c . . Ⅰr el a nd 2 1 3

小 計 1 2 5 1 9 1 8 5 6 8

T e c h ni c al C o ll e E e S . S c h o o l s , Ⅰn stit ut r e s

L o n d o n P o l vt e c h n i c l n stit ut e s 4 3 ∩ 8

Fi n s b u r v T e c h nic al C ol) . 3 4 3 10

そ の 他の T e c lm ic al C o ll e f: e S 4 3 2 2 1 1 2

小 計 四 1 0 6 2 1 3 0

P ri v at e C o)1e g e s

C r v st al P ala e e S c h o o l 1 1

F a; a d a v H o u s e T r ai 血 g C o1) . ( L o n d o n) 2 2

小 計 3 3

W o rk s S c b o o l s

O r d n a n c e C o ll .
,
W o o l w i cb 1 1

小 計 1 1

海外
V i c t o ri a E n f:i n e e ri n g C o ll .

,
I l ldi a 1 1

R o o rk e.e C ol1 .
,
Ⅰn di a 1 1

H o c b s cb ul e
, G e m a Ⅰl Y ■田 1

S t e v e n s
'

I n stit ut e
. N J

,
U .S . A . 1 1

小 計 2 1 1 4

合 計 1 4 2 3 0 2 4 8 0 1 1 0(～

0
.9 % 3 9 .6 % 2 8 . 3 % 2 2 .6 % 7 .5 % 0 % 0 .9 %

表9 専 門教育機関 ( フ ル タ イ ム お よぴサ ン ドイ ッ チ 制) の 入学年齢

l 1 2 歳 - 1 3 歳 1 4 歳 1 5 歳 1 6 歳 1 7 歳 1 8 歳 1 9 歳 2 0 歳 2 1 歳 2 2 歳 2 3 歳 2 4 歳+ 計 ]
2 3 4 l l 1 5 1 0 1 3 1 2 1 5 8 6 3 4 1 0 6

1 .9 % 2 . 8 % .
3 .8 % 1 0 .4 % 1 4 .2 % 9 .4 % 1 2 .3 % l l .3 % 1 4 .2 % 7 .5 % 5 . 7 % 2 ,8 % 3 .8 %

年齢や在学期間が 分か っ て い る10 6 件 ( 個人で ほ なく
, 教育

機関を ベ ー ス に 数え た数) に つ い て
, 専門教育機関別在学年

数を表 8 に
, 入学年齢を表 9 に示す｡

在学期間で は
,

1 年以下 が106 件中43 件 (40 .6 % ) と 一

番

多く
,

2 年が3 0 件 (28 .3 % ) で 続き
,

3 年 が2 4 件 (2 2 .6 % )

で あ っ た｡ 3 年以上が3 3 件 (3 1 .1 % ) に 対 して
,

2 年以下 が

73 件 (68 .9 %) と3 分 の 2 以上を 占めて い る こと が特徴的で
,

通常 3 年 (
一

部2 年 コ
ー

ス もあ っ たが) の フ ル タ イ ム の 専門

教育 コ
ー

ス を修了する者 は少なか っ た｡ 専門教育機関 で の 専
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門教育よ り も
, 現場で の 実地訓練 を優先する傾向が 強か っ た

こ との 反映と い え る｡

そ こ で
, 不足分を夜間 パ ー

トタイ ム 教育 で補充する者 も多

く, 表 2 の デ
ー タ を みる と

,
S C A 型 の 場合 は

, 専門教育機

関の コ ー

ス ( 多く は3 年 コ
ー

ス) を最後ま で 終了せ ずに
,

1

年か 2 年程度専門的知識を学ん だ程度で や めて
, 実地訓練 に

入 り, 不足分は夜間パ ー

ト タイ ム 教育で 補充す る パ ー

トタイ

ム 教育併用型 ( E C A C A / C 型 ,
E C A / C 型,

S C A / C 型) が

56 名中15 名 (26 .8 %) を 占め
,

S A C 型 の 場合 は
, 先行する実



イ ギ リ ス 機械 技術者の 教育 ･ 訓練歴 の 分析 ( 1 )

地訓練期間に パ ー

ト タ イ ム 教育 で あ る程度専門的知識 を学 び
,

そ の 後 フ ル タ イ ム 教育で 補充す る パ ー

トタ イ ム 教育併用型

(E A / C C 型,
S A / C C 型

,
S A / C W C 型) が42 名中1 4 名 (3 3 ･3

% ) ,
フ ル タイ ム 教育 を パ ー

トタ イ ム 教育で 補充する パ ー

ト

タ イ ム 教育併用型 (S A C A / C 型) が 1 名, 計15 名 (35 ･7 % )

の パ - トタイ ム 教育併用型が い た｡

入学年齢で は
,

1 5 - 2 0 歳 ま で が比較的割合 が高 い が
,

14

歳以 下や2 1 歳以上 も
一

定数 お り
,

全体 と し て あ ま り顕著 な

ピ ー

ク が な く, 分散 し て い る こ とが 特徴的 で あ る ｡ S A C 型

が1 5 .6 % , S C A 型が2 0 .7 % と両方 の タ イ プが ほ ぼ 同 じく ら い

存在する こ との 反映 で あ る と考え られ る｡ ま た, 専門教育機

関 の 方 も,
1 2 - 14 歳程度 で 入学 さ せ る と こ ろ も み ら れ, 中

等教育機関と の 接続関係 もま だ 暖味な状況が み られ る ｡

(4) 専門学位取得者

生年別専門学位 ( A s s o cia t e を 含む) 取得者数 を表1 0 に示

す.
こ の 数は, 専門教育機関の 課程を修了 し, 期待され た水

準 に 到達 し た 者 の 数 を 示 し て い る が
,

A s s o ci a t e o f C it y

a n d G u ild s l n s tit u t e ( A .C . G .I .) やA s s o ci a t e o f R o y al

表1 0 生年別専門学位 ( A s s o ci a t e を含 む) 取得者数

c oll e g e of S ci e n c e ( A . 氏. C ･S ･) を含 め て も2 7 0 名中13 名 で

4 .8 % と少 なく, 大学学位取得者 に 限 る と10 名 で , わ ずか3 .7

% に す ぎな い
｡ 1 9 05 年 の 時点で も な お, 専門学位の 取得が 機

械技術者養成と は は と ん ど無縁で あ っ た こ とを 示して い る｡

こ の こ と は
,

こ れ らの 学位取得者 の
,

準会員選 出時の 職種

(義ll) をみ る と より は っ き り する｡

こ の1 3 名の 内,
カ レ ッ ジ等 で の 教育職 に 就 い て い た者が

7 名 (5 3 .8 % ) ,
これ に 研究職 (研究所の 管理 職) を加 え る

と 9 名 (6 9 .2 % ) で
, 管理 職, 事業経営,

コ ン サ ル タ ン ト な

どの 実践的技術者 は 4 名 (30 .8 % ) に す ぎな か っ た｡ 教育 ･

研究職に 就 い て い た機械技術者以外 は ほ と ん ど学位 と縁が な

か っ たと い える｡

(5) 実地訓練歴

s c 型で 実地訓練を受 けて い な い 6 名 を除く2 64 名 の 生年別

実地訓練開始年齢 を表12 に示す ｡

全体 で は
,

16 歳が2 4 .6 % で
一

番多く , 2 位が1 5 歳で2 0 .8 %
,

3 位 が1 7歳 で17 .8%
,

4 位が14 歳 で11 .7 % , 5 位が1 8 歳 で9 .8

% の 順 で あ っ た｡

学 位 名 1 8 7 1-7 5 1 8 7 6 - 8 0 計 備 考

M .S c .( V i ct o ri a) 1 1 U ni v e r sit v C oll .
,
Li v e r p o ol

B S c E n E .( V i ct o ri a) 2 3 5 O w e n s C ol1 .

= 5

B S c .(I J O n d o n )( M ath . & P h v si c s) 1 1 U ni v e r sit v C o ll . , b n d o n

B A ( C a m b ri d g e)( M e c h . S ei . T rip o s) 2 2

B .S c .( G l a s g o w ) 1 1

A C G Ⅰ( F i n s b u r V T e c b .
C olt . ) 1 1

A . 氏. C .S .(Ⅰr e.l a n d) 2 2

計 4 9 1 3 今 体( 2 70 名ーの 4 . 8 %

表11 専 門学位取得者 ( A s s o ci a t e を 含 む) の準会員選 出時の 職種

教育職 研究職 管理職 事業経営 コンサルタント 計

M .S c .( V i ct o ri a) 1
.

1

B .S c . E n E .( V i ct o ri a) 4 1 5

B . S c .( b n d o n)( M at h . & P h v si c s) 1 1

B . A .( C a m b ri d g e)( M e c h . S ci . T ri p o s) ∩ 1 2

B .S e . E n fL( G l a s i= O W ) 1 1

A . R . C .S .(Ⅰr el a n d) 2 2

A . C . G .Ⅰ.( Fi n s b llr V T e c h . C oll . ) 1 1

計 7

5 3 .8 %

2

1 5 .4 %

2 1 1 1 3

6 9 .2 % 3 0 .8 %

表12 生年 別実地訓 練開始年齢

1 0 歳 1 2 歳 1 3 歳 1 4 歳 15 歳 16 歳 1 7 歳 1 8 歳 1 9 歳 20 歳 2 1 歳
.

2 2 歳 計 な し

1 84 9-6 5 5 5 7 4 1 1 1 2 4

2 0 . 8 % 20 .8 % 2 9 .2 % 1 6 .7 % 4 .2 % 4 .2 % 4 . 2 %

1 8 66-7 0 3 6 8 9 7 3 2 2 4 0

7 .5 % 1 5 .0 % 2 0 .0 % 2 2 .5 % 1 7 .5 % 7 .5 % 5 .0 % 5 . 0 %

1 8 71 - 7 5 1 1 2 1 2 16 1 8 1 4 7 3 2 2 7 8 2

1 .3 % 1 .3 9Tt' 2 .6 % 1 5 .4 % 2 0 . 5 % 2 3 .1 % 1 7 .9 % 9 .0 % 3 . 8 % 2 .6 % 2 .6 %

1 8 7 6-80 3 8 2 6 3 1 2 2 1 6 6 . 4 5 1 1 Z 2 4

2 .5 % 6 .6 % 21 .3 % 2 5 .4 % 1 8 .0 % 13 .1 % 4 .9 % 3 . 3 % 4 .1 % 0 .8 %

計 1 1 8 3 1 ■ 55 65 4 7 2 6 1 2 9 8 1 2 6 4 6

0 . 4 % 0 .4 % 3 .0 % 1 1 .7 % 2 0 .8 % 2 4 ,6 % 1 7 .8 % 9 .8 % 4 . 5 % 3 .4 % 3 .0 % 0 . 4 %
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仮 に
, 現在の 大学 レ ベ ル で の 技術者養成 の よ う に , 18 歳

ま で 中等教育を受 け
,

そ の 後3 年間大学 レ ベ ル の 専門教育機

関 で 専門教育を 受 けた 後 に 実地訓練を 開始す ると , 21 歳が

実地訓練開始年齢と な るが
, 21 歳以降に 開始 して い る 者 は

わずか3 .4 % に す ぎず, 残 り の9 6 .6 % が それ 以前 に 実地訓練を

開始 して い る｡ さ ら に
, 第 1 級中等学校か ら大学 に接続する

1 8 歳 よ り前 に 実地訓練 に は い っ て い る者 の 割合が7 8 .8 % を 占

め
, 第2 級中等学校 の 離学年齢 で あ る16 歳 より前 の 者 も36 .4

% を 占め て お り, 機械技術者 の 実地訓練 は第 1 級中等学校の

教育と は5 人に 4 人の 割合 で
, 第2 級中等学校 の 教育 と も3

人 に 1 人以上の 割合で 競合 して い る こ とが わ か る｡

生年別 で み る と , 1 6 歳未満 で 実地訓練 を 開始 して い る者

は
,

1 84 9- 65 年 で4 1 .7 0/.
,

1 86 6- 70 年 が4 2 .5 0/.
,

1 87 1- 75 年 が

41 .0 %
,
1 8 76-8 0 年 が30 .3 % とな っ て お り,

18 7 6-80 年生ま れ

で よ う やく下 が っ て き て い る こ と が分 か る｡ 1 8 歳未満で み

た場合 も, 1 8 49 1;5 年 で8 7 .5 %
,
1 86 6-7 0年が82 .5 % , 1 8 7 ト7 5

年が82 .1 % , 1 8 76-8 0 年 が7 3 .8 % と な っ て お り , や は り187 6-

80 年生ま れ で よ う やく 下が っ て き て い る こ とが分 か る｡

次 に
,

生年別実地訓練期間を 表1 3 と表1 4 に , ま た 養成タ

イ プ別実地訓練期間を 表1 5 と 表16 に 示す｡ 期間 に つ い て は
,

表13 生年 別実地訓練期間 (1)

月単位で 示され て い る もの は, 四捨五 入して 年単位で 示 した｡

全体 で は
, 5 年が弓2 .2 % と ピ ー

ク で
,

6 年 が1 6 .7 % で 2 位,

4 年が1 6 .3 % で 3 鑑 3 年が1 4 .8 % で 4 位,
7 年が9

.5 % で 5

位で あ っ た｡ 生年別 で み て も
,

1 位 はど の年代も5 年で 変わ

り は ない ｡ しか し
,

5 年以上
,

3 年以上,
2 年以下 の 3 つ に

わ け て み た表14 を み ると
,

3 年以上 が 一

貫 し て9 0 % を超え て

い るが , 1 8 76-8 0 年で は5 年以上 も 3 年以上も減少 し
,

逆 に

2 年以下 が増加 し て い る の が分 かる｡

養成 タ イ プ 別 で は
, 表1 6 を み る とか な り顕著 な違 い が あ

る こと が分か る｡ 5 年以上の 者 の 割合 をみ る と,
フ ル タイ ム

の 専門教育 を受 けて い る者が他 の 者よ り低い 傾向が みら れ
,

S A 型 (6 6 .1 % ) やS A / C 型 (75 .9 %) に 比 べ
,

S A C 型が54 .8

%
,

S C A 型が3 5 . 7 % に な っ て い る｡ 逆 に こ れ らの 者 は 2 年以

下の 割合が高く な っ て お り, 特にS C A 型で は23 .2 % と か なり

顕著 に 高く な っ て い る｡ こ れ は, S C A 型 で し っ か り した 専

門教育を受 けた者 は
,

そ の 後の 実地訓練期間が 短縮さ れ ると

い う慣行が広が り始め て い た こ とを示 して い る｡ 典型的な事

例と して は
,
1 4 - 1 7 歳ま で パ ブリ ッ ク ･ ス ク ー ル の C b a r t e r_

h o u s e S c h o o l に 在学 し, 1 8 - 21 歳ま で U ni v e r sit y C olle g e
,

B ri s t o l で 3 年間の 専門教育 を受 け
,

21 - 2 2 歳ま で の 1 年間

1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 I.● - 7 年 8 年 9 年 1 0 年 計
1 8 4 9 - 6 5 1 2 4 8 5 3 1 2 4

4 .2 % 8 .3 % 1 6 . 7 % 3 3 .3 % 20 . 8 % 1 2 .5 % 4 .2 %
1 8 6 6-7 0 2 4 5 1 5 7 5 1 1 40

5 .0 % 1 0 .0 % 1 2 .5 % 3 7 .5 % 1 7 5 % 1 2 5 ?( 2 5 % 2 5 %
1 8 7 1-7 5 3 8 1 4 2 2 2 0 8 1 1 1 7 8

3
.8 % 1 0 .3 % 1 7 .9 % 2 8 .2 % 2 5 6 % 1 0 3 % 1 1 % 1 3 % 1 3 %

1 8 7 6 - 8 0 4 8 25 2 0 4 0 1 2 9 4 1 2 2
3 . 3 % 6 .6 % 2 0 ,5 % 1 6 ,4 % 3 2 .8 % 9 8 % 7 4 % 1 3 %

計 4 1 4 3 9 4 3 8 5 4 4 2 5 6 2 2 2 64
1 .5 % 5 .3 % 1 4 .8 % 1 6 .3 % 3 2 .2 % 1 6 .7 % 9 .5 % 2 .3 % 0 . 8 % 0 . 8 %

表1 4 生年別実地訓練期 間 (2)

5 年以上 3 年以 上 2 年 以 下
18 4 9- 6 5 1 7( 7 0 .8 % ) 2 3( 9 5 . 8 % ) 1( 4 ,2 % )
l 8 6 6 - 7 0 2 9( 7 2 .5 % ) 3 8( 9 5 .0 % ) 2( 5 .0 % )
1 8 7 1- 7 5 5 3( 6 7 .9 % ) 7 5( 9 6 .2 % ). 3(3 .8 % )
1 8 7 6- 8 0 6 5( 5 3 .3 % ) 1 1 0( 9 0 ,2 % ) 1 2( 9 . 8 % )

計 164( 6 2 .1 % ) 2 4 6( 9 3 .2 % ) 1 8( 6 ,8 % )

表15 養成 タイ プ別実地訓練期 間 (1)

表16 養成 タ イ プ別実地訓練期 間 (2)

5 年 以 上 3 年 以 上 2 年 以 下
S A 型 3 7( 6 6 . 1 % ) 5 6( 1 0 0 % ) o( o % )
S A ノC 型 8 2( 7 5 ,9 % ) 1 0 5( 9 7 .2 % ) 3( 2 .8 % )
S A C 型 2 3(5 4 .8 % ) 4 0( 9 5 .2 % ) 2( 4 .8 % )
S C A 型 2 0(3 5 .7 % ) 4 3( 7 6 .8 % ) 1 3( 2 3 .2 % )
S A = C 型 2( 1 00 % ) 2( 1 0 0 % ) o( o % )

計 16 4( 6 2 .1 % ) 2 4 6( 9 3
.2 % ) 1 8( 6 _8 % )

1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 7 年 8 年 9 年 1 0 年 計
S A 型 1 0 9 1 8 1 2 4 1 1 1 5 6

1 7 .9 % 1 6 .1 % 3 2 .1 % 21 .4 % 7 .1 % 1 .8 % 1 . 8 % 1 .8 %

S A / C 型 3 8 1 5 4 0 22 1 4 4 1 1 1 0 8

2 .8 % 7 . 4 % 1 3 . 9 % 3 7 .0 % 20 .4 % 1 3 .0 % 3 .7 % 0 . 9 % 0 .9 %
S A C 型 1 1 6 l l 1 2 6 5 4 2

2 .4 % 2 .4 % 1 4 . 3 % 2 6 . 2 % 2 8 .6 % 1 4 . 3 % l l .9 %

S C A 型 3 1 0 1 5 8 1 4 3 2 1 5 6

5 ,4 % 1 7 .9 % 2 6 . 8 % 1 4 .3 % 2 5 .0 % 5 ▲4 % 3 .6 % 1 .8 %

S A = C 型 1

5 0 . 0 %

1

5 0 .0 %

2

計 4 1 4 ■ 3 9 4 3 8 5 4 4 2 5 6 2 2 2 64

1 .5 % 5 .3 % 1 4 .8 % 1 6 .3 % 3 2 .2 % 1 6 .7 % 9 .5 % 2 .3 % 0 .8 % 0 .8 %

- 8 -



イ ギ リ ス 機械技術者 の 教育 ･ 訓練歴 の 分析 ( 1 )

の 見習 い 修業 を経て , 26 歳で 準会員に 選出さ れ た事例 や,

13 - 1 7 歳 ま で パ ブ リ ッ ク
･ ス ク

ー ル の A l d e n h a m S c h o o l

に 在学 し, 1 7 - 2 0 歳 ま で K i n g
'

s C o ll e g e
,
L o n d o n で 3 年

間 の 専門教育を 受 け, 2 0 - 21 歳の 1 年間の 見習 い 修業 を経

て
,

や は り26 歳 で 準会員 に 選 出さ れ て い る事例 を挙げる こ

とが で きる｡

(6) 徒弟訓練の 内容事例

技術者徒弟 の 場合, 徒弟訓練期間に
, ( a) 作莱場 (S h o p s)

と (b) 設計室 (D r a w i n g O ffi c e) の 両方を経験する の が 原

則で あ っ たが
, 徒弟訓練歴に 関する情報の 中に

, 徒弟訓練の

よ り詳細 な内容 と訓練期間が記載さ れて い る事例が 一

定数み

られ た の で み て お き た い｡

1 872 年生ま れ の A . 0 .B . の 場合,
15 - 2 0 歳 ま で の 4 年 9

ヶ月間徒弟訓練を受 けて い るが
,

その 内容 は
, 設計室 で 3 年

間, 仕上げ工 (fit t e r) の 訓練 が 1 年9 ヶ 月 で
,

ま た
,

こ の

間,
主任設計技師か ら機械建造論 と応用力学に つ い て の 夜間

個人指導を受 けて い た｡

1 8 74 年生 まれ の T .C . の 場合,
17 - 2 4 歳ま で の 6 年 6 ヶ 月

間徒弟訓練 を受け て い るが
,

そ の 内容 は
, 仕上げ工 の 訓練 が

3 年 5 ヶ月, 木型工 (p a t t e r n m ak e r) の 訓練が 2 年 4 ヶ

月, 設計室が 9 ヶ月 で あ っ た｡

1 87 9 年生ま れ の E . F
,
の 場合,

17 - 2 1 歳 ま で の 3 年 6 ヶ 月

間徒弟訓練を受 けて い るが
,

そ の 内容 は
, 木型工 の 訓練 が 1

年6 ヶ月,
エ ン ジ ン組み 立て 工 の 訓練が 1 年3 ヶ 月, 設計室

が 9 ヶ月 で あ っ た｡

18 79 年生ま れ の
ー
G .S .

T . の 場合,
1 5 - 19 歳ま で の 4 年 4 ヶ

月間 エ ン ジ ン組 み立て 工 の 徒弟訓練を受け て い るが
,

そ の 内

容は
, 仕上 げ工 と旋盤工 (t u r n e r ) の 訓練が 3 年6 ヶ 月 ,

ボ イ ラ
ー

製造工 (b oil e r m a k e r) の 訓練 が 2 ヶ 月, 鋳造

(f o u n d r y) と銅鍛冶 (c o p p e r s m 主tb s) の 訓練が 2 ヶ 月, 設

計室が 6 ヶ月 で あ っ た｡

この よ うに
, 機械技術者徒弟 は, 作業場 で

, 熟棟工徒弟 と

同じ よう に 訓練 を受け たが
,

い ろん な職種 の 訓練 を経験す る

と こ ろが通常 の 熟練工 徒弟と異 なり, 特に 設計室 で の 訓練が

あ るか どうか が両者を分 け る指標で あ っ た｡ も っ とも, 熟棟

工徒弟か らス タ
ー トし, 途中で 才能を見込 まれ て 機械技術者

徒弟 へ 昇格さ せ られ る者 もい た よう で
, 最初か ら機械技術者

徒弟と して ス タ ー

ト したか どうか は必ず しも は っ き り しな い
｡

な お, 企業内の 徒弟制度の 仕組み に つ い て は, 稿 を改め て 検

討する｡

今回の事例の 中に
, 明らか に 熟練工徒弟か らス タ ー トして ,

途中か ら機械技術者の キ ャ リ ア ー へ と昇格 した と思わ れ る事

例が み られた の で 紹介 して おく｡ 18 7 7年生 まれ の T . F . A .
の

場合 で
, 初等学校 (学校委員会立学校) に 7 - 13 歳ま で 在

学 し
,

14 - 2 2 歳 ま で の 徒弟訓練期間中 に 6 つ の 企業を 渡り

歩 い て 工具製作工 (to ol m a k e r) と して の 腕を磨 い て い る｡

最初は万力作業台で の 訓棟を 5 ヶ 月, 次に 旋盤 を4 ヶ月 やり
,

さ ら に旋盤と作業台で の 訓練 を 1 年 7 ヶ 月,
旋盤 を9 ヶ 月,

工 具製作 の訓練を 2 年,
8 ヶ月 ,

1 年9 ヶ月 と 3 箇所渡 り歩
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い て い る ｡ 徒弟訓練中 ,
M u n i ci p al T e c h n i c a l S c h o o l

,

M a n c h e s t e r の 夜間 パ ー ト タイ ム コ
ー

ス で 学 び, 徒弟訓練修

了時点 で
, 設計室 に 抜擢 され , 2 箇所 で 各1 年1 1 ヶ 月 づ っ

働 き
,

そ の 後職長 ( W o r k sf o r e m a n ) を 1 年 9 ヶ 月務 め
,

27歳 で準会員に 選出され て い る｡ 2 4 歳以降の 3 年間
,

C o v e n
-

t r y T e c h n i c a l l n s tit u t e の 夜間パ ー ト タイ ム コ ー ス で 工 具

製作の 指導員も務 めて い る｡

( 7) 準会員選 出時の 職種とキ ャ リ ア ー パ タ ー ン

表17 に 準会員選出時の 職種を 示す｡ 当然 の こ と だ が , 各

種の 現場技師が1 0 5 名 (38 .9 % ) と 一

番多く
,

管理職 (M a n a-

g e r
,

s u p e ri n t e n d e n t 等) が62 名 (23 .0% ) で 2 位
,
設計技

節 ( D e s i g n e r
,
D r a u gh t s m a n ) が41 名 (15 . 2

0/o) で 3 位, 教

育職が1 4名 (5 .2 %) で 4 伍 コ ン サ ル タ ン ト技師が1 3 名 (4 .8

% ) で 5 位, 事業経営者が12 名(4 .4 %) で 6 位, 検査官 ･ 調査

官 (I n s p e c t o r
,
S u r v e y o r) が1 1 名 (4 .1 %) で 7 位,

セ ー ル

ス 職 (S al e s m a n
,
地 方や 外国 の 出先 の T e c h n i c a l R e p r e

-

s e n t a ti v e 等) が 7 名 (2 .6 % ) で 8 位, 職長 ( F o r e m a n )

が 3 名 (1 .1 %) で 9 位, 研究職が 2 名 (0 .7 %) で1 0 位 で あ っ

た｡ なお
, 職長職の 3 名に つ い て は, 熟練工 の 範暗で はなく,

支配人補 ( A s si s t a n t M a n a g e r) や 設計技師 ( D r a u g h t s一

皿 a n
4)
) な ども経験 して い る技術者 で , 熟練技能 に お い て も

特 に長 け て い る ため こ の 職 に就 い たも の と思わ れ る. ま た
,

技術者の 仕事 に従事 し なが ら, T e c h n i c a l C o lle g
･

e 等 の 夜間

ク ラ ス の 講師を兼 ね て い る者 (特 に
,
S A / C 型で

, 自 ら も夜

間 ク ラ ス で 学ん で き た者が 多い) が1 0 名 (3 .7 %) い た｡

徒弟訓練修了後, 準会員選出ま で の 経歴 を み る と,
い く

つ か の キ ャ リ ア ー パ タ ー ン に 分類 で き る｡ ( 1) O ffic e 型 ,

(2) S h o p 乳 (3) O ffi c e
･ S h o p 混合型, (4) た た き上げ型,

(5) 教員型の 5 つ を取 り出 し, 具体的事例を み て おき た い ｡

表1 7 準会員選出 時の職 種

職 種 人 数 割 合
職長 3 1 .1 %

設計技師 4 1 1 5 . 2 %

各種技師 1 0 5 3 8 . 9 %

検査官 .

調査官 EEI 4 .1 %

セ ー

ル ス 職 7 2 .6 %

管理職 6 2 2 3 .0 %

コ ン サ ル タ ン ト技師 1 3 4 . 8 %

事業経営者 1 2 4 .4 %

教育職 1 4 5
. 2 %

研究職 2 0 .7 %

計 2 7 0

1) O ffi c e 型

こ れ は, 徒弟訓練修了後,
も っ ぱ ら設計室 で の 経歴を積 ん

で 設計技師 ( D r a u g h t s m a n ) と して 準会員に 選出され る パ

タ ー ン で
,

ど ち らか と い う と
,

2 0 歳代後半 に
, 比較的若 く

して 準会員に 選出さ れ る傾向が み ら れ る｡

187 9 年生ま れ の E . F . の 場合,
E C A / C 型 で

,
1 2 - 1 6 歳ま で

の 4 年間 - イ ヤ
ー

･ グ レ イ ド ･ ス ク - ル に 在学 し
,

1 6 - 1 7



歳ま で の 1 年間技術学校 で 専門教育 を受 け,
17 - 2 1 歳 ま で

の 4 年間徒弟訓練を受 け,
そ の 間技術学校の 夜間 ク ラ ス で 専

門教育を継続 して い る｡ 徒弟訓練修了後,
2 箇所で 計 5 年間

設計技師を経験 し, 26 歳 で 準会員 に 選出され て い る｡

1 88 0 年生ま れ の L . G . B .
の 場合, S C A 型で , 8 - 17 歳ま で

の 9 年間パ ブリ ッ ク
･ ス ク

ー ル の Clif t o n C olle g e に在学し,

1 7 - 1 8 歳ま で の 1 年間 D u r h a m C oll e g e o f S cie n c e で 専門

教育を 受 け, 18 - 2 1 歳 ま で の 3 年間の 徒弟訓練修了後, 設

計技師を 2 年, 主任設計技師 (C hi e f D r a u g h t s m a n ) を 1

年経験 し, 2 5 歳で 準会員 に選出さ れ て い る｡

1 8 70 年生ま れ の W .L .S . の 場合,
S A 塾で

,
15 歳 で 中等学

校 を離学後,
1 5 - 21 歳ま で の 6 年間徒弟訓練 を受 け

,
そ の

後, 設計技師補 ( A s si s t a n t D r a u g h t s m a n ) を3 年,
プ ラ

ン ト設計技師 (P l a n t D r a u g h t s m a n) を 1 屯 主任設計技

師を4 年経験 し
, 設計室支配人 ( M a n a g e r of t h e D r a w i n g

･

O ffi c e) と して3 5 歳で 準会員に 選出され て い る｡

2) S h o p 型

これ は
, 徒弟訓練修了後, も っ ぱ ら作業場や 戸外, 鉄道,

蒸気船機関室 な どの 現場で 経歴を積 み, 管玉里人, 支配人等 の

管理職 に な っ て 準会員に 選出され る パ タ ー ン で , どち らか と

い う と3 0 歳代で 準会員に 選出さ れ る場合 が多か っ た｡

1 8 65 年生 まれ の J . H . S .
の 場合, S A / C 型で

, 中等学校 を

離学後, 17 - 2 2 歳 ま で の 5 年間徒弟訓練 を受 け
,

そ の 間,

メ カ ニ
ッ ク ス ･ イ ン ス テ ィ チ ュ

ー

ト( M e c h a n ic s

'

I n s ti t u t e)

の 夜間ク ラ ス や個人指導 に よる専門教育 を受 けて い る｡ 組み

立て 工 (e r e ct o r) , 仕上げ 工
, 組長 (c h a r g e h a n d) と して

7 年, 機関車担当職長を 6 年, 客車 ･ 貨車担当管理人 (L o-

c o m o ti v e C a r r i a g e a n d W a g o n S u p e ri n t e n d e n t) を 4 年

経験し
,
3 9 歳で 準会員 に選出さ れ て い る｡

1 86 6年生まれ の C . W . の 場合,
S A 塾で

,
15 歳ま で パ ブリ ッ

ク ･ ス ク ー

ル の K i n g
･ E d w a r d

'

s G .S .

,
B ir m i n g h a m に 在

学 し
,

15 - 2 1 歳 ま で の 6 年間徒弟訓練 を受 け た後, 仕上げ

工 ･ 戸外組 み 立 て 工 主任 (le a di n g fit t e r a n d o u t d o o r

e r e c t o r) を 3 年, 総括職長 (G e n e r a l F o r e m a n) を 2 年,

工 場支配人 ( W o r k s M a n a g e r

s )
) を 6 年, 工 場担当職長

( W o r k s F o r e m a n ) を 2 年, 部門管理 人 ( D e p a r t m e n t a l

S u p e r in t e n d e n t) を 1 年, 1 7 0 名 を使 う 工 場支配人 を 3 年

経験し て
,
3 9 歳で 準会員に 選出され て い る｡

18 68 年生 まれ の G .∫.S .
の 場合, S A / C 型 で , 13 歳 で 中等

学校 を離学後,
13 - 2 0 歳 ま で の 7 年間設計室 と各種作業場

で 徒弟訓練を受 け
,

そ の 間, 夜間科学 ク ラ ス で 専門教育を受

けて い る ｡ 熟練工 主任 (l e a di n g h a n d) を 2 年間, 作莱場

担当職長 (S h o p F o r e m a o ) を 5 年,
工 場支配人 を 2 年,

支配人 を 2 年,
工場支配人を 4 年経験 し

,
3 6 歳 で 準会員 に

選出さ れて い る｡

18 76 年生 ま れ の F ,S . F . の 場合,
S A / C 型 で

,
1 5 歳 で 中等

学校 を離学後,
1 5 - 2 0 歳 ま で の 5 年間徒弟訓練 を受 け

,
そ

の 間, 技術 力 レ ッ ジの 夜間 ク ラ ス で 専門教育 を受 けて い る｡

汽船 の 3 等機関士 (T h ir d E n g in e e r ) か らス タ ー

ト し
,

2

年乗船 し
,

そ の 後 日本郵船 の 1 等機関士 (F ir s t E n g i n e e r )

を 3 年, 束洋汽船の 機関士長 (C h ief E n g i n e e r) を 3 年経

験 し
,
28 歳 で 準会員 に 選出さ れ て い る｡

3) S h o p
･ O ffi c e 混合型

これ は, 徒弟訓練修了後, 作業場や戸外,
鉄道な どの 現場

と設計室 の 両方 の 経歴を積ん で い き
, 管理人

, 支配人等の 管

理職で 準会員に 選出さ れ る パ タ ー ン で
,

どち らか と い う と3 0

歳代 で 準会員 に選出さ れ る場合 が多か っ た｡

1 86 4 年生ま れ の R . H .S . の 場合 は
,

S A 塾 で
,
10 - 1 4 歳ま

で の 4 年間 グ ラ マ ー
･ ス ク

ー ル に在学 し
,

1 4 - 1 9 歳ま で の

5 年間徒弟訓練を受 けて い る｡ 設計技師を3 年, 組長 ･ 組み

立て 工 を 3 年,
工場支配人 を3 年,

そ の 後, 現場責任技師等

を経験 し
,

40 歳で 機械 ･ 電気技師と して 準会員 に 選出さ れ

て い る｡

1 8 71 年生 まれ のF .F . の 場合,
E A / C 型 で

, 学校種 ･ 学校名

の 記載 は な い が
,

お そ らく 初等学校 を1 2 歳 で 離学 し
,
1 2 -

21 歳の 9 年間徒弟訓練 を受 け, 最後の 2 年間 は設計室 で 訓

練 を受 けて い る｡ そ の 間, 技術学校 の 夜間ク ラ ス で 専門教育

を学ん で い る｡ 下級技師 (j u n i o r e n gi n e e r) と設計技師を

3 年, 現場担当技師 ( E n gi n e e r-in - c h a r g e) を2 年, 工場

支配人 を 1 年, 主任技師 (C h i ef E n g i n e e r) を2 箇所 で 計

4 年, 工 場支配人を 1 年経験 し, 3 4 歳 で 準会員 に選出さ れ

て い る｡

1 87 1 年生 まれ の F . A . B . D .
の 場合, S C A 型 で ,

パ ブリ ッ

ク
･ ス ク

ー ル も含 め た 中等学校 に16 歳ま で 在学 し
,

16 - 1 9

歳ま で の 3 年間,
F in s b tl r y T e ch n i c a l C olle g e で 専門教育

を学 び
,

1 9 - 2 1 歳 ま で の 2 年間, 作業場 で 徒弟訓練を受 け

て い る｡ 仕上 げ工
, 組み立て 工

, 木型 工
, 機械据付工 ( m ill-

w ri g h t) な ど を 6 年, 設計技師 を 3 年, 戸外現場責任者

( O u td o o r R e p r e s e n t a ti v e) を 4 年経験 し
,

3 4歳 で 準会員

に選出され て い る｡

18 72 年生ま れ の A . 0 .B . の 場合,
E A / C 型 で

,
4 - 1 4 歳ま

で の10 年間初等学校 に 在学 し
,

1 5 - 2 0 歳 ま で の 5 年間徒弟

訓練 (設計室3 年, 作業場2 年) を受 け,
その 間主任設計技

師か ら専門教育 の 夜間指導を受 けて い る｡ 見積もりと設計を

2 年, 次に Fi n s b u r y T e c h n i c a l C o ll e g
･

e の 夜間 ク ラ ス で 2

年間学 びなが ら仕上 げ工 と設計 を経験し
,

その 後, 設計技師,

工 場支配人補, 工場支配人 を経験 し
,

3 2 歳 で 準会員 に 選出

され て い る｡

18 79 年生ま れ の W
.
A

.
Ⅰ

.
M . の 場合,

S A 塾で
,
1 7 歳ま で 中

等学校 に 在学 し,
17 - 2 0 歳 ま で の 3 年間鉄道会社で 徒弟訓

練 を受 けて い る｡ 設計技師の 仕事を 3 年, 仕上げ工, 蒸気機

関車の 火夫を 2 年経験 し, 蒸気機関車の 運転部門の 助手 に な

り, 2 6 歳で 準会員 に 選出され て い る｡

4) たたき上げ型

こ れ は
,

熟練工 か ら ス タ ー

ト して , た た き上げで 機械技術

者 に 昇格 した り, 発明等の 才能 を生 か して 事業を起 こ し たり

した パ タ ー ン で
, 準会員 へ の 選出 は3 0 - 4 0 歳代 と か な り
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イ ギ リ ス 機械技術者 の 教育 ･ 訓練歴 の 分析 ( 1 )

遅 い
｡

1 8 61 年生ま れ の E .∫.C .
の 場合,

S A / C 型で
,

1 2 歳で 中等

学校 ( A c a d e m y ) を 離学 し
,

14 - 2 1 歳 の 7 年間 , 鍛冶

(f o r g e) , 鋳造
, 機械据付,

ボイ ラ
ー

製造の 徒弟訓練 を受け
,

同 じ職場で3 0 歳ま で 熟練工 と して 働 い て い る｡ 30 歳 で 工作

機械等 を製作する事業を共同で 起 こ すが
,

お そ らく失敗 し
,

3 4 歳 か ら39 歳 ま で 炭鉱 で 蒸気機関の 機器 の 仕事 に 従事 し て

い る｡ 39 歳 で 再 び事業 を起 こ し
, 時間 ･ 労働 ･ 燃料節約機

器の 請負業者と し て
, 日本帝国海軍等様々 な と こ ろ と契約 し

て い る｡ 44 歳 で 準会員 に選出さ れて い る｡

1 86 2年生 まれ の M .S .
の 場合,

E A / C 型で
, 学校委員会立

の 初等学校を経 て
, 1 6 - 2 1 歳ま で の 5 年間徒弟訓練 を受 け,

2 1
- 2 7 歳ま で の 6 年間熟練工 (j o u r n e y m a n ) と して 働 い

て い る. こ の 間, 時期 は不明だが , M a n c h e s t e r T e c h n i c a l

S c h o o l の 夜間 ク ラ ス で 専門教育を 学ん で い る｡ そ の 後 ブ ラ

ジ ル に 渡 り, 工場 の 建設 と始動 に 携 わ り, 41 歳 で 総支配人

( G e n e r a l M a n a g e r) に なり, 準会員 に 選出され て い る｡

1 8 72 年生ま れ の F . T . C ,
の 場合, E A / C 型 で , 4 - 1 3 歳ま

で 宗派立初等学校 に 在学 し
,
1 3 - 21 歳ま で の 8 年間徒弟訓

練 を受 けて い る ｡
こ の 間,

1 5 - 18 歳 ま で の 3 年間! 夜間科

学 ク ラ ス で 専門教育を受 けて い る｡ 1 年か ら数 ヶ月単位で 様々

な職場 を回 り
,

4 年間 は ど板金工 ( Pl a t e r) と し て の 腕 を

磨き
, 鉄道会社で 組長を 2 年6 ヶ月, 次 に 別の 職場 で 職長を

2 年 4 ヶ月経験 し
,

29 歳 で 工 場支配人兼主任設計技師に な

り
,

3 1 歳 で 発電所建設 の 現場責任者を や り
,

32 歳 で 工場支

配人 に な り
,

33 歳 で 準会員 に 選出され て い る｡ 彼 の 父親 は

ボイ ラ
ー

製造工 の 職長で あ っ た｡

5) 教具型

1 4 名 の 教員 に は
, 手 工 ( M a n u a l T r a i n i n g) や 金工

( M e t a レw o r k) の 指導員 (I n s t r u c t o r) な ど実技系教員 が

3 名, 学位を取得し ない で カ レ ッ ジ教員 に な っ て い る者が 4

名, 学位を取得 しカ レ ッ ジ教員に な っ て い る者 が 7 名い た｡

この 内, 学位 を取得 して カ レ ッ ジ教員 に な っ て い る7 名の 事

例を以下 に示す｡ これ らの 事例に は次の 2 つ の パ タ ー ン が あ っ

た｡

一 つ は
, 徒弟訓練を受 けな が ら勉強 し

, 奨学金を獲得 し

て フ ル タ イ ム の 専門教育を受 け, 学位 を取得 し
,

カ レ ッ ジ教

員の 道 に 進む ｢ 徒弟訓練後学位月文得型｣ で
,

5 例 あ っ た｡ も

う 一

つ は
, 専門教育機関で フ ル タ イ ム の 専門教育 を受 け

, 学

位を取得 し
,

そ の 後実地訓練を受 けた後 に カ レ ッ ジ教員の 道

に 進む ｢学位取得先行型｣ で
,

2 例あ っ た.

a ) 徒弟訓練後学位取得型

1 8 77 年生 ま れ の R . 氏. の 場合,
E A / C C 型 で

, 記載 はな い

が
,

お そ ら く13 歳頃ま で 初等学校 に 在学 し
,
1 3 - 2 0 歳ま で

の 7 年間綿紡績工 場で 徒弟訓練を 受 け
,
2 0 - 22 歳ま で の 2

年間同工 場 で 綿紡績工 を 経験 して い る ｡ こ の 間1 7 - 22 歳ま

で の 5 年間 M u ni cip al T e c h n ic al S c h o ol
,
0 1d h a m の 夜間

ク ラ ス で 専門教育を 受 けて い る ｡ 2 2 歳 の 時 に
, 年5 0 ポ ン ド

を 3 年間支給さ れ る地方奨学金 (L o c al S ch ol a r s hi p) を 獲

得 し
,

さ ら に2 4 歳の 時に は全国奨学金 ( N a ti o n al S c h o l a r-

s hip) も獲得 し て
,

22 - 25 歳ま で の 3 年間 O w e n s C olle g e

で 学 び
,

B . S c . E n g . 月 o n o u r s ( Ⅴ主ct o ri a ) を取得 し て い る｡

2 5 - 2 6 歳 ま で の 1 年間設計室 で 経験 を積 み, 同時に 自 ら が

学 ん だ技術 力 レ ッ ジ の 夜間 ク ラ ス の 講師を して い る｡ 2 6 歳

で G la s g o w a n d W e s t of S c o tl a n d T e c h n i c al C olle g e の

原動機部門の 主任助手 の 職 を得, 2 8 歳 で 準会員 に 選出さ れ

て い る｡

18 78 年生ま れ の E . H .
の 場合, E A C 型で

, 記載 はな い が
,

お そ らく13 歳頃ま で 初等学校 に 在学 し, 13 - 2 1 歳 ま で の 7

年5 ヶ 月間徒弟訓練 ( お そ らく熟練工 徒弟) を受 け
, 奨学金

( お そ らく W b it w o r t h E x hibiti o n ) を獲得し て2 1 - 2 5 歳ま

で の 4 年間 O w e n s C oll e g e で 学 び
,

B .S c . E n g .
,
H o n o u r s

( V i c t o ri a ) を取得後, 2 5 - 2 6 歳 ま で の 1 年間 M u n icip al

T e c h n n i c a l l n s tit u t e
,
W e s t H二a m の 工学の 助手( A s sist a n t)

を務 め
, 2 6 歳か らG l a s g o w a n d W e白t o f S c o tla n d T e c h n i-

c al C o ll e g e の 機械工学 の 助手 に な り
,

2 6歳 で 準会員 に 選出

さ れ て い る｡

1 87 8 年生ま れ の R . M .F .
の 場合,

E A C 型 で
,

1 4歳 ま で 初

等学校 に 在学 し
,

1 4 - 20 歳 ま で の 6 年間徒弟訓練 ( お そ ら

く熟練工 徒弟) を受 け
, 奨学金 ( お そ らく W hit w o r t h E x -

h ibiti o n ) を 獲得 して
,

O w e n s C o lle g e で2 0 - 2 4 歳 ま で の

4 年間学 び
,

B . S c . E n g . ( V i c t o ri a ) を 取得 し
,

2 4 歳 で

S u n d e rl a n d T e c h n i c a l C o ll e g e の 機械工 学の 助手 ( A s si s-

t a n t L e c t u r e r) に な り
,
2 6 歳で 準会員 に選出され て い る｡

徒弟訓練中に お そ らく夜間 パ ー

トタイ ム 教育 を受け て い た と

思 われ る が記載が ない
｡

1 88 0 年生ま れ の A .B . の 場合,
S A / C C 型で

,
1 3 - 1 5 歳 ま

で 私営学校 で 学 び
,

15 - 20 歳 ま で の 5 年間海軍造船所 で 徒

弟訓練 を 受 け
,

そ の 間1 5 - 1 9 歳 ま で の 4 年間造船所学校

( D o c k y a r d S c h o o l) で 専門教育を学 ん で い る｡ 2 0 歳で ロ イ

ヤ ル 奨学金 ( R o y a l E x h ibitio n ) を獲得 し
,

そ の 後 フ ィ ッ

ト ワ
ー ス 奨学金 ( W h it w o r t h E x h ibi ti o n ) も獲得 し

,
20

- 2 3 歳ま で の 3 年間 R o y a l C o ll e g e o f S ci e n c e
,
D u bli n で

学び
,

A . R . C .S . を取得,
その 後1年 4 ヶ月 C e n t r a l T e c h n i-

c a l C o ll e g e
,
L o n d o n で 電気工学 を学ん だ後, 同カ レ ッ ジ で

研究 に従事 して い る ｡ 2 3 歳 か ら ロ ン ド ン の ポ リ テ ク ニ
ッ ク

の 夜間 ク ラ ス の 実習担当教員等を務 め
,
2 5 歳 で 準会員 に 選

出され て い る｡

1 88 0 年生 ま れ の G .E .P , の 場合,
S A / C C 型 で

,
1 5 歳 ま で

中等学校 に 在学 し
,
1 5 - 2 1 歳ま で の 6 年間 デ ポ ン ポ

ー

ト の

海軍造船所で 徒弟訓練 を受 け
,

そ の 間,
Pl y m o u t h T e c h n i -

c al S c h o o l の 夜間ク ラ ス で 専門教育 を受 けて い る｡ 21 歳 で

フ ィ ッ ト ワ
ー

ス 奨学金 を得て
,
21 - 2 2 歳ま で の 1 年間 R o y al

C o lle g e o f S cie n c e
,
D u bli n で 学 び

,
工学 の A . 氏 .C .S . を取

得 して い る｡ 2 2 - 2 4 歳 の 2 年間 C ity of D u bli n T e c h n i c al

S ch o ol の 工 学助手 を務 め た後,
24 歳 で L i v e r p o oI U n i v e r-

sit y の W alk e r E n g i n e e r in g L a b o r a t o r y の 助手兼実習担

当教員 (A s si s t a n t L e c t u r e r a n d D e m o n s t r a t o r) に な り,

2 5 歳で 準会員に 選出され て い る｡
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b ) 学位取得先行型

187 1 年生 ま れ の R . C .P .
の 場合,

S C A 型で , 14 - 1 8 歳ま

で の 4 年間 パ ブリ ッ ク ･ ス ク
ー ル の C lift o n C o lle g e に在学

し
,

18 - 2 1 歳ま で の 3 年間 U n i v e r sit y C o ll e g e
,
L i v e r p o ol

で 学 び
,

M .S c . E n g . ( V ic t o r主a) ( こ の 時点 で は B .S c . E n g .

で は な い か と 思わ れ る が記載 が な い) を 取得 した後,
2 1 -

2 4 歳 ま で の 3 年間徒弟訓練を受 けて い る｡ 2 4 - 2 8 歳 ま で の

4 年間, 支配人補 ( U n d e r M a n a g e r ) や 技師補 ( A s sis t a n t

E n g i n e e r) を 経験 し
,

28 - 30 歳 ま で エ ジ プ ト の カ イ ロ の

G o v e r n m e n t P o ly t e c h n i c S c h o o l of E n g l n e e r in g
の 工 学

教授 を務 め
, 3 0 歳 で M a s o n S ci e n c e C olle g e

,
B i r m i n h a m

( B i r m i n g h a m U n i v e r sit y) の 機械工 学 の 講師 に な り
,

33

歳で 準会員に 選 出さ れて い る｡

18 75 年生 ま れ の W . K . B . の 場合,
S C A 型 で

,
10 - 16 歳 ま

で グ ラ マ
ー

･ ス ク ー ル に 在学 し
,

17 - 2 0 歳ま で の 4 年間

O w e n s C oll e g e で 学 び
,

B , S c . E n g .
,
Ⅲ o n o u r s ( V i c t o r i a)

を取得 し た後,
21 - 2 5 歳ま で の 4 年6 ヶ 月間鉄道会社 の 蒸

気機関車工 場 で 徒弟訓練 を受 け て い る｡ 徒弟訓練修了後2 6

歳 で M e r c h a n t V e n t u r e s

'

T e c h n i c a l C olle g e
,
B ris t ol の

工 学講師に なり,
3 0 歳で 準会員 に 選出され て い る｡

おわ りに

1905 年度選 出準会員の デ ー タ の 分析結果を ま と め る と 以

下 の よ う に なる｡

( 1) 養成タイプ

5 つ の 養成タ イ プ別 で は
,

S A / C 型が4 0 .0 % で
一

番多く,

次 が
, S A 型 とS C A 型 で2 0 . 7 %

, 第 4 位がS A C 型で1 5 .6 %
,

後 は少 なく て
, S C 型が2 .2 %

,
S C - A 型が0 .7 % で あ っ た｡ 生

年別 に み る と
,

S A 型 は
, 年齢 が下が る に つ れ て 減少し

, 逆

に
, S C A 型は, 年齢 が下が る に つ れ て 増加し て い た｡

3 類型 で は
,

Ⅰ
. 昼 間 カ レ ッ ジ な し型 が

,
18 49 -6 5 年 が

8 7 .5 % ,
1 866 -70 年 が6 7 .5 %

,
18 71- 75 年が6 5 .0 %

,
1 8 76- 80 年

が50 .8 % と
, 年齢が下が る に つ れ て 減少 し

,
これ と対 に な る

Ⅲ
. 昼 間 カ レ ッ ジ有り型が

,
18 49-6 5 年が12 .5 %

,
1 86 6-70 年

が3 2 .5 % , 1 87 1-75 年が3 5 .0 % ,
1 8 76 -80 年が4 9 .2 % と

, 年齢

が下が るに つ れ て 増加し て い た｡ ま た
,

Ⅱ
. 徒弟訓練先行型

が
, 18 49 -65 年が8 7 ,5 % ,

1 86 6-7 0 年 が85 .0 %
,

18 71 -75 年が

8 0 .0 % ,
1 87 6-8 0 年が6 9 .0 %

,

と
, 年齢が 下が る に つ れ て 減少

して は い る もの の
, 高い 割合 を占め て い る こ とが特徴的で

,

こ れ は, 機械技術者養成 に お い て は
, 年齢が 低い 内に まず実

地訓練を経験させ る こ とが重要で あ ると い う考え方が 強か っ

た こ との 反映で あ ると思わ れ る｡

( 2) 一 般教育歴

出身学校種別 で は, 初等学校出身者 が6 .3 % , 都市部の 学

校委員会の 下で 初等教育を超え る レ ベ ル の 教育機関と して 組

織 さ れ た - イ ヤ ー ･ グ レ イ ド ･ ス ク
ー

ル 出身者 が3 . 7 % ,
エ

リ
ー

ト 中等教育機関で あ る パ ブリ ッ ク ･ ス ク
ー

ル 出身者が

17 .0 % , グ ラ マ
ー ･ ス ク

ー

ル
, 私営学校等, 他 の 中等学校の

出身者 が70 .0 % ,

一

般教育終了時 に
, 学校教育 で はなく個人

指導 を受 けて い た者が3 .0 % で あ っ た｡

離学年齢 は, 1 6 歳 が30 .0
0

/. で
一

番多く , 15 歳の21 .1 % , 1 4

歳の 14 .8 % , 1 7 歳 の13 .0 % の 帽で あ っ た｡ 学校調査委員会報

告書(1 8 68 年) が 第1 級中等学校 の 離学年齢 と した18 歳 よ り

も前 に離学 して い る者 は86 .3 % , 第 2 級中等学校の 離学年齢

と した1 6歳 よ り も前 に離学 して い る者 は4 3 .3 % , 第3 級中等

学校の 離学年齢 と し た1 4 歳 よ り も前に 離学 し て い る者 は7 .4

% で , し っ か り し た 一 般教育 を受けて い る と は言 い難 い｡

(3) 専門教育歴

何 らか の 専門教育を受 け て い る者 は
,
7 9 .3 % で

,
生年別 に

み る と
,

1 8 49- 65 年が6 2 .5 %
,

1 86 6-7 0 年 が65 .0%
,
1 87 卜75

年 が80 .0 %
,

18 76 -8 0 年が86 .5 % と年齢 が下 が る は ど そ の 割

合が 高く な っ て い る｡

あ ま り特定 の 教育機関に 集中せ ず
,

18 90 年代に 全国各地

に 設置さ れ た技術 力 レ ッ ジで 学ん で い る者が
, 特 に夜間パ ー

トタ イ ム 教育で 多か っ た こ と が特徴的で あ る｡

パ ー

ト タイ ム を除く専門教育機関の 在学期間で ほ
,

1 年以

下が40 ,6 % と- ,

番多く
,

2 年が2 8 .3 % で 続き
,

3 年が2 2 .6 % で

あ っ た｡ 2 年以 下が68 .9 % と 3 分の 2 以 上 を占め て い る こ と

が特徴的で
,

通常 3 年 (
一

部2 年 コ
ー ス も あ っ たが) の フ ル

タイ ム の 専門教育 コ
ー ス を修了す る者 は少なか っ た｡ 専門教

育機関で の 専門教育 よ り も
, 現場で の 実地訓練を優先する傾

向が強か っ た こ との 反映と い える｡ そ こで
, 不足分を夜間パ ー

ト タ イ ム 教育で 補充する者も多か っ た｡

入学年齢 で は
,

15 - 2 0 歳 ま で が 比較的割合が高 い が
,
1 4

歳以 下 や2 1 歳以 上 も 一

定数お り , 全体と して あま り顕著 な

ピ
ー

ク が なく , 分散 し て い る こ と が特徴的で あ る｡ S A C 型

が15 .6 %
,

S C A 型 が20 .7 % と 両方 の タ イ プが は ぼ同じ く ら い

存在する こと の 反映で ある と考え られ る｡ ま た
, 専門教育機

関の 方 も
,

12 - 1 4 歳程度 で 入学さ せ る と こ ろ も み られ
, 中

等教育機関と の 接続関係も まだ 嘆味な状況が み られ る｡

( 4) 専門学位取得者

A s s o ci a t e を含め て も4 .8 % と少なく , 大学学位取得者 に 限

ると
, わ ずか3 _7 % に す ぎ な い ｡ し か も,

こ の 学位取得者の

6 9 .2 % が教育 ･ 研究職 に 就い て お り,
そ れ以 外 の 機械技術者

は
,
1 9 05 年 の 時点 で も, 専門学位 と は は と ん ど無縁で あ っ

たと い え る｡

(5) 実地訓練歴

実地訓練開始年齢 は
,
1 6 歳が24 .6 % で

一

番多く,
2 位が15

歳で20 .8 % , 3 位が1 7 歳で17 .8 % , 4 位が1 4 歳で11 .7 % , 5 位

が1 8 歳 で9 .8 % の 順 で あ っ た｡ 第 1 級中等学校か ら大学に 接

続す る1 8 歳よ り前 に実地訓練に はい っ て い る者 の割合が78 .8

% を 占め
, 第2 級中等学校 の 離学年齢で あ る1 6 歳 よ り前の 者

も36 .4 % を占め て お り, 機械技術者の 実地訓練 は第 1 級中等

学校の 教育 と は5 人 に 4 人の 割合で
, . 第2 級中等学校の 教育
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イ ギ リ ス 機械技 術者の 教育 ･ 訓棟歴 の 分析 ( 1 )

と も3 人 に 1 人以上 の 割合 で 競合 して い た｡

実地訓練期間 は, 5 年 が32 ,2 % と ピ ー

ク で
,

6 年 が16 .7 %

で 2 位, 4 年が1 6 .3 % で 3 位,
3 年が1 4 .8 % で 4 鑑 7 年 が

9 .5 % で 5 位で あ っ た｡ 生年別 で み て も,
1 位 は ど の 年代 も

5 年 で 変わ り は なく
,

3 年以 上が 一

貫 して90 % を超え て い る

が, 18 7 6-8 0 年 で は5 年以 上も3 年以 上も減少 し, 逆に 2 年

以下が増加 して い た｡

養成タイ プ別 で は
,

5 年以 上の 者の 割合 をみ る と,
フ ル タ

イ ム の 専門教育 を受け て い る者が他の 者 よ り 低い 傾向が み ら

れ
,

S A 型 (6 6 .1 % ) やS A / C 型 (7 5 .9 % ) に 比 べ
,
S A C 型が

5 4 .8 %
,

S C A 型が3 5 .7 % に な っ て い る｡ 逆 に こ れ らの 者 は2

年以下 の 割合が高く な っ て お り, 特 にS C A 型で は23 .2 % と か

なり 顕著に 高く な っ て い る｡ これ は , S C A 型 で し っ か り し

た専門教育を 受け た者は, そ の 後の 実地訓練期間が短縮され

る と い う慣行が広が り始 めて い た こ とを示 して い る｡

( 6) 徒弟訓練の 内容事例

技術者徒弟 の 場合, 徒弟訓練期間 に
, ( a) 作業場 と

(b) 設計室の 両方を経験する の が原則で あ っ た｡ 機械技術者

徒弟 は, 作業場で , 熟練工徒弟 と同じよ うに 訓練 を受け たが
,

い ろん な職種 の 訓練を経験する と こ ろが 通常 の 熟練工 徒弟と

異な り, 特 に 設計室で の 訓練が ある か どう かが 両者 を分 ける

指標で あ っ た｡ も っ と も
, 燕練工 徒弟か ら ス タ ー

ト し
, 途中

で 才能を見込 ま れて 機械技術者徒弟 へ 昇格 させ ら れ る者 も お

り, 今回の事例 の 中に も
, 明らか に 熟練工 徒弟か ら ス タ ー ト

して
, 途中か ら機械技術者の キ ャ リ ア

ー

へ と昇格 し たと思わ

れ る事例が確認 で き た｡

( 7) 準会員選 出時の 職種とキ ャ リ ア ー パ タ ー ン

準会員選出時 の 職種 で は
, 各種の 現場技師が3 8

.
9 % と 一

番

多く, 管理 職が23 .0% で 2 凪 設計技師が1 5 .2 % で 3 位, 教

育職が5 .2 % で 4 位,
コ ン サ ル タ ン ト技師が4 .8 % で 5 位, 事

業経営者が4 .4 % で 6 位, 検査官 ･ 調査官が4 .1 % で 7 位,
セ ー

ル ス 職が2 .6 % で 8 位, 職長が1 .1 % で 9 位, 研究職 が0 .7 % で

10 位 で あ っ た｡ ま た
, 技術者 の 仕事 に 従事 し なが ら, 技術

力 レ ッ ジ等 の 夜間 ク ラ ス の 講師を 兼 ね て い る者 (特 に ,

S A / C 型 で
, 自 ら も夜間 ク ラ ス で 学ん で き た者 が 多 い) が

3 .7 % い た｡

徒弟訓練修了後, 準会員選出ま で の 経歴か ら, (1) O ffi c e

型 , (2) S b o p 型
, (3) O ffic e ･ S h o p 混合型, (4) た た き上

げ型 , (5) 教員型 の 5 つ の キ ャ リ ア
ー パ タ ー ン を取 り出す こ

と が で き た｡

註

1 ) 拙稿 ｢ イ ギ リ ス 技術者 の 教育 ･ 訓練歴 の 分析(1) - th e

l n s tit u ti o n of C i vil E n gi n e e r s 18 95 -96 年度選出会員

の 場合｣ 『富山大学教育学部紀要』 第54 号 , 2 00 0 年,

12 5-39 頁｡
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2 ) B y-l a w s o f t h e l n s tit u ti o n o f M e c h a n ic al E n gi n e e r s

(F e b r u a r y 18 9 4) .

3 ) R e p o r t of t h e 4 0th M e eti n g o f t h e H e a d m a s t e r s

C o n f e r e n c e
,
1 9 12 . の 加盟校 リ ス ト に よ る ｡ 加盟 校 は

115 校｡

4 ) D r a u g b t s m a n と は
, ｢ 機械の 設計, 並 び に総設計図 と

作業設計図の 両方の作成を任さ れて い る技術乱 d r a u g h t-

s m a n が実践的で ある た め に は
,

工 場の 様 々 な部門 に お

け る仕事 の 状態 を熟知 して い ると と も に
,

それ に 最良の

理 論と適正 な数学的知識を結 び っ け る こ とが で き な けれ

ばなら ないo d e si g n e r や c o p y i s t o r t r ac e r もd r a u g b t-

s m a n と 呼ばれ る こ とが ある が
, 両者 はま っ たく異 な る

立場 に 立 っ 者で
, 前者 は真 の 技術者で あり , 後者 は普通

の 機械工 よ り も低 い 地位 に あ る｡ ｣ (J . G . H o rn e r ( e d .)
,

1l o c h w o o d
'

s D icti o n a r y of T e r m s u s e d i n t h e P r a c-

ti c e o f M ec h a n ic a l E n g i n e e ri n g ,
5t h e d .

,
L o n d o n

,

C r o s b y L o c k w o o d a n d S o n
,
1 91 8 .)

5 ) M a n a g e r に は ｢ 2 種類あ り,

一

方は総合的な マ ネ ー ジ メ

ン トで , も う
一

方 は より 限定的 な もの で あ る｡ g e n e r a l

m a n a g e r は 事務所 を含 む工場(f a c t o r y ) 全体 を担当 し
,

見積 も り, 入札 経費等を担当な い し監督 し, 通常, 正

式な徒弟訓練を通 じて 作業場と事務所の 両方を経験し,

専門職 と して の 賃金を得て い る教育さ れた技術者で ある｡

w o r k s m a n a g e r は事務所に 対する権限 は持 たず
, 作業

場 を監督す るだ けで
, 通常, 熟練工 ( r a n k s) か ら昇進

し た 実地 の 人物 で あ る｡ ｣ (Zbid .) と さ れ て い る が
,

w o r k s m a n a g e r は機械技術者の キ ャ リ ア ー の 通過点で

も あ っ たと 思われ る｡




